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金
融
危
機
と
日
本
銀
行

〜
特
融
・
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
付
・
出
資
〜

伊
豆
　
　
久

は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
欧
米
の
中
央
銀
行
は
い
ず
れ
も
、
金
融
危
機
に
対
処
す
る
た
め
、
さ
ら
に
は
景
気

の
底
割
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
様
々
な
非
伝
統
的
手
段
を
駆
使
し
て
き
た
（
１
）。

米
国
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
、
証
券
会
社
向
け
の
融
資
や
Ｍ
Ｍ
Ｆ
・
Ｃ
Ｐ
市
場
へ
の
介
入
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
危
機
の
収
束
後
は

Ｍ
Ｂ
Ｓ
や
国
債
の
大
量
購
入
を
行
っ
て
い
る
。
欧
州
の
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
）
も
、
固
定
金
利
で
の
金
額
無
制
限
の
貸
出
や

期
間
三
年
の
資
金
供
給
、
危
機
国
国
債
の
買
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
金
融
危
機
対
応
と
い
う
点
で
は
、
日
本
銀
行
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
金
融
機
関
の
破
綻
処
理
、
資
本
注
入
を
経
験
し
て

お
り
、
欧
米
の
一
回
り
先
を
行
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

で
は
、
日
銀
は
金
融
危
機
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
。

最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
破
綻
金
融
機
関
へ
の
特
融
（（
実
質
）
無
担
保
・
無
制
限
の
貸
付
）
で
あ
る
。
そ
の
残
高
は
、

北
海
道
拓
殖
銀
行
、
山
一
証
券
等
が
破
綻
し
た
一
九
九
七
年
一
一
月
末
に
は
三
兆
八
千
億
円
に
達
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
融
は
、
危
機
時
の
資
金
供
給
の
一
部
で
し
か
な
い
。
特
融
の
他
に
預
金
保
険
機
構
向
け
の
貸
付
が
行
わ
れ
て



お
り
、
そ
の
残
高
は
九
八
年
一
二
月
に
八
兆
円
に
及
び
特
融
の
二
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
付
は
、
特
融
ほ

ど
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
意
味
は
極
め
て
大
き
い
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
巨
額
の
特
融
、
機
構
向
け
貸
付
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
と
同
じ
く
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
貸
付
が
、
後
に
、

ほ
ぼ
全
額
回
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
二
〇
〇
五
年
一
月
、
〇
一
年
四
月
に
残
高
ゼ
ロ
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。

特
融
・
機
構
向
け
貸
付
の
う
ち
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
山
一
証
券
向
け
特
融
（
ピ
ー
ク
時
一
兆
二
千
億
円
）
の
う
ち
の
一
一
一
一

億
円
の
み
で
あ
る
。
残
る
特
融
三
兆
七
千
億
円
、
機
構
向
け
八
兆
円
は
ど
の
よ
う
に
し
て
回
収
さ
れ
た
の
か
、
本
稿
で
は
、
そ
の
資

金
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
い
。

ま
た
、
日
銀
は
、
特
融
（
貸
付
）
だ
け
で
な
く
、
以
下
三
つ
の
案
件
で
は
出
資
も
行
っ
て
い
る
。
①
東
京
共
同
銀
行
へ
の
二
百
億

円
の
出
資
（
一
九
九
五
年
一
月
一
三
日
、
日
付
は
日
銀
政
策
委
員
会
の
承
認
日
）、
②
新
金
融
安
定
化
基
金
へ
の
一
千
億
円
の
拠
出

（
一
九
九
六
年
九
月
二
四
日
、
う
ち
百
億
円
を
阪
和
銀
行
の
破
綻
処
理
金
融
機
関
に
出
資
、
八
百
億
円
を
日
本
債
券
信
用
銀
行
の
優

先
株
に
出
資
）、
③
預
金
保
険
機
構
の
住
専
勘
定
に
一
千
億
円
の
出
資
（
一
九
九
六
年
七
月
一
九
日
）
で
あ
る
。
他
に
資
本
性
の
資

金
供
給
と
し
て
、
み
ど
り
銀
行
へ
の
一
一
〇
〇
億
円
の
劣
後
貸
付
（
一
九
九
六
年
一
月
二
六
日
）
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
東
京
共
同

銀
行
向
け
の
二
百
億
円
の
出
資
（
一
六
四
億
五
一
二
〇
万
円
の
損
失
）、
日
債
銀
向
け
の
八
〇
〇
億
円
の
出
資
（
全
損
）
の
二
件
で

は
、
全
額
回
収
が
で
き
て
い
な
い
。
流
動
性
供
給
（
調
節
）
を
使
命
と
す
る
は
ず
の
中
央
銀
行
が
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
伴
う
資
本

供
給
に
乗
り
出
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

１
　
特
融
の
返
済
と
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
付

経
営
破
綻
し
た
金
融
機
関
へ
の
日
銀
特
融
は
、
ど
う
や
っ
て
回
収
さ
れ
た
の
か
。
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答
え
は
単
純
で
、
破
綻
金
融
機
関
の
事
業
（
債
権
債
務
）
を
受
け
継
い
だ
救
済
金
融
機
関
に
対
し
て
預
金
保
険
機
構
か
ら
贈
与
さ

れ
た
資
金
に
よ
っ
て
返
済
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

金
融
機
関
の
経
営
破
綻
は
、
通
常
、
救
済
金
融
機
関
の
決
定
と
同
時
に
発
表
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
預
金
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
は

難
し
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
資
金
繰
り
を
支
え
る
た
め
に
日
銀
が
「
最
後
の
貸
し
手
」
と
し
て
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
る
。
特
融

の
発
動
で
あ
る
（
旧
日
銀
法
第
二
五
条
、
現
行
日
銀
法
第
三
八
条
）。
と
こ
ろ
が
、
救
済
金
融
機
関
に
も
そ
れ
を
返
済
す
る
余
力
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
預
金
保
険
機
構
か
ら
の
資
金
援
助
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
最
初
の
資
金
援
助
は
九
二
年
四
月
、

東
邦
相
互
銀
行
を
救
済
合
併
し
た
伊
予
銀
行
向
け
）。

で
は
、
預
金
保
険
機
構
は
、
そ
の
資
金
を
ど
う
や
っ
て
調
達
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
七
一
年
に
預
金
保
険
制
度
が
創
設
さ

れ
、
以
来
、
す
べ
て
の
預
金
金
融
機
関
か
ら
受
入
れ
預
金
額
の
一
定
割
合
の
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
積
み
立
て
た
資

金
（
責
任
準
備
金
）
が
、
ペ
イ
オ
フ
（
保
険
金
の
支
払
い
）
ま
た
は
ペ
イ
オ
フ
相
当
額
の
資
金
援
助
に
充
て
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
七

一
年
か
ら
九
二
年
ま
で
二
〇
年
以
上
の
間
、
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
る
ば
か
り
で
ペ
イ
オ
フ
も
資
金
援
助
も
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

責
任
準
備
金
は
増
大
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
〇
年
代
前
半
の
金
融
機
関
の
相
次
ぐ
破
綻
に
よ
っ
て
資
金
は

す
ぐ
に
底
を
つ
い
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
九
六
年
に
保
険
料
率
が
七
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
（
〇
・
〇
一
二
％
か
ら

〇
・
〇
八
四
％
（
２
））、

そ
れ
で
も
資
金
は
全
く
足
り
な
い
。
そ
の
不
足
分
を
補
っ
た
の
が
日
銀
借
入
で
あ
っ
た
。

一
九
九
六
年
度
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
（
表
１
参
照
）。
年
度
当
初
の
機
構
に
あ
っ
た
責
任
準
備
金
は
四
千
億
円
弱
で
あ
る
。
九

六
年
度
の
保
険
料
収
入
は
前
年
度
の
七
倍
の
五
千
億
円
近
く
あ
り
、
こ
れ
で
お
よ
そ
九
千
億
円
を
用
意
で
き
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
時
の
「
費
用
」（
＝
機
構
か
ら
救
済
金
融
機
関
へ
の
資
金
援
助
）
は
一
兆
三
千
億
円
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
年
度
で
機
構
は
四
千

億
円
の
欠
損
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
穴
埋
め
し
た
の
が
、
当
該
年
度
末
に
五
三
二
一
億
円
と
な
っ
た
日
銀
借
入
で
あ
っ

（13）
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（注）１．一般勘定と特例業務勘定の合計。
２．1996年度に保険料が急増しているのは、保険料を７倍に引き上げたため。特例業務基金受
入れとは、交付国債の現金化（財政資金の投入）を指す。

（出所）『平成23年度預金保険機構年報』172頁より作成。

2011

年度

410,609
238,160

137,348
420,509

収益

2010 679,397
702,932

責任準備金等差引剰余金その他共計 費用

－ 722,155 311,545
－ 1,011,208 728,047

表１　預金保険機構収支状況
（100万円）

1971 2,800 － 3,090 23 3,066 3,066
1972 4,560 － 5,030 43 4,987 8,053
1973 5,638 － 6,369 40 6,328 14,381
1974 6,364 － 7,563 57 7,505 21,887
1975 7,214 － 8,958 61 8,896 30,784
1976 8,402 － 10,739 69 10,670 41,454
1977 9,401 － 12,252 78 12,174 53,629
1978 10,571 － 14,024 105 13,919 67,548

2008 611,676 － 828,608 361,326 467,281 △ 910,502
2009 641,157 － 700,516 63,274 637,241 △273,260

保険料 特例業務基金受入れ （年度末）

1979 11,818 － 16,084 95 15,988 83,536
1980 12,767 － 18,392 104 18,288 101,825
1981 13,631 － 20,314 127 20,187 122,012
1982 20,107 － 28,209 119 28,090 150,103
1983 21,624 － 31,519 123 31,396 181,500
1984 23,232 － 34,769 118 34,650 216,151
1985 25,274 － 38,569 134 38,435 254,586
1986 40,739 － 55,236 140 55,096 309,683
1987 44,195 － 62,015 155 61,860 371,543
1988 48,759 － 68,021 143 67,878 439,421
1989 53,757 － 74,333 146 74,187 513,608
1990 60,381 － 87,944 156 87,788 601,396
1991 63,202 － 95,154 166 94,987 696,384
1992 63,149 － 94,411 20,169 74,241 770,626
1993 63,792 － 96,081 46,137 49,944 820,570
1994 64,972 － 98,140 42,680 55,459 876,030
1995 66,643 － 111,581 601,033 △ 489,452 386,578

2005 537,769 － 740,157 218,034 522,122 △ 2,454,926
2006 540,496 － 754,717 232,457 522,259 △ 1,932,667
2007 566,674 － 703,539 148,656 554,882 △ 1,377,784

1996 461,992 － 532,743 1,314,428 △ 781,684 △ 395,106
1997 462,956 － 464,317 163,228 301,089 △ 94,017
1998 465,003 1,199,232 1,675,820 2,769,430 △ 1,093,610 △ 1,187,627
1999 480,736 3,645,679 4,216,932 4,926,059 △ 709,127 △ 1,896,755
2000 482,837 3,640,683 4,204,983 5,453,792 △ 1,248,809 △ 3,145,565
2001 511,087 667,547 1,288,209 1,940,875 △ 652,666 △ 3,798,231
2002 509,944 1,589,874 2,502,074 2,710,347 △ 208,273 △ 4,006,504

2004 529,386 － 656,581 139,783 516,798 △ 2,977,048
2003 522,106 － 742,728 230,070 512,657 △ 3,493,847



た
。実

は
、
九
六
年
度
の
一
兆
三
千
億
円
の
「
費
用
」
の
大
半
を
占
め
た
の
は
、
木
津
信
用
組
合
（
の
受
皿
と
な
っ
た
整
理
回
収
銀
行
）

へ
の
約
一
兆
円
の
資
金
援
助
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
木
津
信
へ
の
日
銀
特
融
の
返
済
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
木
津
信
は
、
九
五

年
八
月
に
破
綻
処
理
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
日
銀
は
、（
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
を
通
じ
て
）
九
一
〇
五
億
円
（
ピ
ー
ク
時
）

の
特
融
を
供
給
し
た
。
そ
れ
は
九
七
年
二
月
、
預
金
保
険
機
構
か
ら
の
支
援
実
施
と
同
時
に
全
額
が
回
収
さ
れ
て
い
る
。
日
銀
サ
イ

ド
か
ら
見
れ
ば
、
木
津
信
向
け
の
特
融
が
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
付
に
振
り
替
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
図
１
を
見
て
み
よ
う
。

一
九
九
六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
、
特
融
が
減
少
し
、
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
付
が
増
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
木
津
信
を
め
ぐ
る

資
金
フ
ロ
ー
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
拓
殖
銀
行
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
九
七
年
一
一
月
に
急
増
し
た
特
融
残
高
は
九
八
年
一
一
月
に

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
が
（
九
八
年
一
〇
月
の
二
兆
五
千
億
円
か
ら
翌
月
の
六
千
億
円
へ
）、
こ
れ
は
、
同
月
、
拓
銀
向
け
特
融

（
ピ
ー
ク
時
二
兆
一
千
億
円
）
が
機
構
か
ら
の
資
金
援
助
に
よ
り
全
額
返
済
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
代
わ
っ
て
機
構
向
け
貸
付
が
、

同
じ
月
に
三
兆
円
余
り
増
加
し
て
い
る
（
一
〇
月
の
四
兆
四
千
億
円
か
ら
翌
月
の
七
兆
六
千
億
円
へ
）。

こ
の
よ
う
に
、
日
銀
特
融
が
（
ほ
ぼ
）
全
額
回
収
さ
れ
た
こ
と
と
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
付
が
増
大
し
た
こ
と
は
裏
表
の
関
係
に

あ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
か
ら
、
山
一
向
け
特
融
が
（
全
額
）
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
も
明
ら
か
と
な
る
。
山
一
証
券
は
、

預
金
金
融
機
関
で
な
い
こ
と
か
ら
預
金
保
険
機
構
の
支
援
対
象
外
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
３
）。

日
銀
は
、
政
府
（
財
政
）
に
よ
る
補
填

の
約
束
が
あ
っ
た
と
主
張
し
た
が
、
政
府
は
補
填
せ
ず
、
二
〇
〇
四
年
度
決
算
で
日
銀
の
一
一
一
一
億
円
の
貸
倒
れ
が
確
定
し
て
い

る
（
４
）。
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図
１
　
特
融
と
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
付
（
残
高
、
億
円
）

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000 0

20,000

40,000

60,000

1995年
7月

1996年
7月

1997年
7月

1998年
7月

1999年
7月

2000年
7月

木
津
信
向
け
特
融
の

肩
代
わ
り

拓
銀
向
け
特
融
の

肩
代
わ
り

（
注
）
上
段
が
特
融
、
下
段
が
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
付
。

（
出
所
）

1998年
３
月
以
前
は
『
政
策
委
員
会
年
次
報
告
書
』、『
経
済
統
計
月
報
』、

98年
４
月
以
降
は
日
銀
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
資
料
よ
り
作
成
。



２
　
予
防
的
公
的
資
金
の
注
入

日
銀
の
預
金
保
険
機
構
向
け
の
貸
付
が
増
大
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
救
済
金
融
機
関
へ
の
資
金
援
助
が
、
機

構
の
責
任
準
備
金
（
ス
ト
ッ
ク
）・
保
険
料
収
入
（
フ
ロ
ー
）
を
大
幅
に
上
回
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
九
七
年
度
末
、
さ
ら
に
九
八
年
度
末
の
機
構
向
け
貸
付
の
急
増
の
理
由
は
ま
た
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
金

融
機
関
へ
の
資
本
注
入
の
た
め
の
資
金
供
給
で
あ
る
。
破
綻
金
融
機
関
（
の
救
済
機
関
）
へ
の
資
金
供
給
が
事
後
的
な
資
金
供
給
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
事
前
的
・
予
防
的
な
資
金
供
給
と
な
る
。

金
融
不
安
の
高
ま
り
、
貸
し
渋
り
批
判
等
を
受
け
て
、
政
府
・
国
会
は
、
大
手
金
融
機
関
を
中
心
に
自
己
資
本
の
充
実
を
図
る
べ

く
資
本
注
入
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
一
九
九
八
年
三
月
に
は
二
一
行
に
対
し
て
一
兆
八
千
億
円
（
金
融
安
定
化
法
に
も
と
づ
く
）、

翌
九
九
年
三
月
に
は
一
五
行
に
七
兆
五
千
億
円
（
早
期
健
全
化
法
に
も
と
づ
く
）
が
注
入
さ
れ
た
。
こ
の
二
件
は
「
公
的
資
金
の
注

入
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
財
政
資
金
が
投
入
さ
れ
た
と
の
誤
解
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
財
政
資
金
は
全

く
使
わ
れ
て
い
な
い
（
金
融
安
定
化
法
に
も
と
づ
い
て
三
兆
円
の
交
付
国
債
が
用
意
さ
れ
た
が
、
結
局
こ
れ
も
手
つ
か
ず
で
返
納
さ

れ
て
い
る
）。
資
金
は
す
べ
て
借
入
金
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
返
済
は
、
投
入
資
金
の
回
収
（
劣
後
ロ
ー
ン
等
の
回
収
、
優
先
株

の
売
却
な
ど
）
の
み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
（
財
政
）
の
役
割
は
、
そ
の
借
入
れ
に
対
し
て
政
府
保
証
を

与
え
た
こ
と
に
と
ど
ま
る
。
そ
し
て
、
そ
の
借
入
金
の
多
く
が
日
銀
か
ら
の
借
入
れ
な
の
で
あ
る
。

「
公
的
資
金
の
注
入
」
は
、
具
体
的
に
は
、
預
金
保
険
機
構
に
専
用
の
勘
定
（「
金
融
危
機
管
理
勘
定
」、「
早
期
健
全
化
勘
定
」）

を
設
け
（
機
構
の
勘
定
に
つ
い
て
は
表
２
参
照
）、
そ
こ
が
日
銀
お
よ
び
民
間
か
ら
の
借
入
れ
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
、
そ
れ
を

機
構
の
子
会
社
で
あ
る
整
理
回
収
銀
行
に
貸
し
付
け
、
整
理
回
収
銀
行
が
個
々
の
銀
行
に
投
融
資
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。

九
八
年
三
月
の
一
兆
八
千
億
円
の
場
合
、
預
金
保
険
機
構
が
金
利
入
札
に
よ
っ
て
民
間
か
ら
四
七
二
〇
億
円
を
借
り
入
れ
、
残
り

（17）



の
一
兆
三
四
三
六
億
円
を
日
銀
か
ら
借
り
入
れ
て
い
る
。
九
九
年
三
月
の
七
兆
五
千
億
円
は
、
六
兆
三
千
億
円
が
民
間
調
達
で
、
残

額
一
兆
一
六
二
五
億
円
が
日
銀
借
入
で
あ
る
。

（18）

表
２
　
預
金
保
険
機
構
の
資
金
調
達
額

（
年
度
末
、
億
円
）

合
計

40,923 

1995

28,380 
0 

5,321 
23,725 

1996
1997

1998
2009

2010
2011

158,502 
54,849 

一
般
勘
定

0 
0 

0 
7,605 

4,389 
923 

0 
特
例
業
務
勘
定

5,321 
5,544 

28,074 
－

－
－

金
融
危
機
管
理
勘
定

18,181 
－

－
－

－
金
融
再
生
勘
定

48,198 
19,008 

18,794 
18,610 

早
期
健
全
化
勘
定

74,625 
10,000 

4,000 
0 

17,963 
13,714 

4,552 
－

－
－

1999
2006

2007
2008

13,129 
22,528 

16,365 
11,432 

35,676 
－

－
－

－
－

－
－

39,243 
22,700 

19,633 
19,205 

80,402 
28,000 

14,000 
10,000 

危
機
対
応
勘
定

19,320 
19,284 

18,413 
－

－
－

462 
462 

1,672 
3,487 

3,490 
5,216 

2 
2 

2 
2 

168,450 
93,010 

69,744 
60,724 

2000
2001

2002
2003

2004
2005

24,642 
31,178 

39,264 
53,146 

42,675 
29,720 

34,915 
33,711 

30,873 
－

－
－

－
－

－
－

－
－

51,183 
52,656 

56,558 
46,649 

41,196 
32,700 

81,046 
82,239 

82,041 
79,331 

65,239 
46,000 

0 
0 

19,604 
19,534 

19,436 
経
営
基
盤
強
化
勘
定

61 
60 

－
金
融
機
能
強
化
勘
定

60 
被
害
回
復
分
配
金
支
払
勘
定

191,786 
199,784 

208,736 
198,791 

168,704 
127,916 

（
注
）
借
入
金
残
高
と
債
券
発
行
残
高
の
合
計
。

特
例
業
務
勘
定
：

1996年
６
月
の
預
金
保
険
法
改
正
に
よ
り
設
置
。
ペ
イ
オ
フ
・
コ
ス
ト
超
の
預
金
を
保
護
（
全
額
保
護
）
す
る
た
め
の
勘
定
。

02年
度
末
に
廃
止
、
一

般
勘
定
に
移
管
。

金
融
危
機
管
理
勘
定
：

1998年
２
月
の
金
融
安
定
化
法
に
よ
り
設
置
。

98年
３
月
に

21行
に
約
２
兆
円
を
資
本
注
入
。

98年
10月

、
再
生
法
の
施
行
に
よ
り
廃
止
、
金
融

再
生
勘
定
に
移
管
。

金
融
再
生
勘
定
：

1998年
10月

の
金
融
再
生
法
に
よ
り
設
置
。
長
銀
、
日
債
銀
の
破
綻
処
理
な
ど
。

早
期
健
全
化
勘
定
：

1998年
10月

の
金
融
早
期
健
全
化
法
に
よ
り
設
置
。

99年
３
月
、
大
手

15行
に
約
７
兆
円
を
資
本
注
入
。

危
機
対
応
勘
定
：

2000年
５
月
の
預
金
保
険
法
改
正
に
よ
り
設
置
。

2003年
５
月
に
り
そ
な
銀
行
に
約
２
兆
円
の
資
本
注
入
。

経
営
基
盤
強
化
勘
定
：

2002年
12月

の
組
織
再
編
法
に
よ
り
設
置
。
合
併
し
た
地
域
金
融
機
関
へ
の
資
本
注
入
の
た
め
の
勘
定
。

04年
度
末
に
廃
止
、
機
能
強
化
勘
定
に

移
管
。

金
融
機
能
強
化
勘
定
：

2004年
8月
の
金
融
機
能
強
化
法
に
よ
り
設
置
。
地
方
・
中
小
金
融
機
関
へ
の
資
本
注
入
の
た
め
の
勘
定
。

被
害
回
復
分
配
金
支
払
勘
定
：

2008年
６
月
の
振
込
め
詐
欺
救
済
法
に
よ
り
設
置
。
被
害
者
へ
の
分
配
金
支
払
の
た
め
の
勘
定
。

預
金
保
険
機
構
に
は
他
に
、「
住
専
勘
定
」（

1996年
６
月
の
住
専
法
に
よ
り
設
置
、

2012年
度
に
廃
止
）、「

産
業
再
生
勘
定
」（

2003年
４
月
の
産
業
再
生
機
構
法
に
よ

り
設
置
、

07年
６
月
廃
止
）、「

企
業
再
生
勘
定
」（

2009年
９
月
の
企
業
再
生
支
援
機
構
法
に
よ
り
設
置
）、「

東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
勘
定
」（

2011年
11月

の
東
日
本
大
震
災
支
援
機
構
法
に
よ
り
設
置
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
借
入
・
債
券
発
行
は
行
っ
て
い
な
い
。

（
出
所
）『
預
金
保
険
機
構
年
報
』
各
号
よ
り
作
成
。



こ
う
し
た
資
金
調
達
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
市
場
か
ら
資
本
を
調
達
で
き
な
く
な
っ
た
民
間
金
融
機
関
に
対
し
て
、
公
的
に
資
本
を
増
強
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は

流
動
性
の
供
給
を
原
則
と
す
る
中
央
銀
行
の
責
務
で
は
な
く
、
産
業
政
策
の
一
環
と
し
て
当
然
に
財
政
が
担
う
べ
き
仕
事
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
会
・
世
論
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
日
銀
と
民
間
か
ら
の
借
入
れ
に
よ
っ
て
資
金
調
達
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
民
間
か
ら
の
借
入
れ
は
ど
う
解
釈
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
日
銀
か
ら
の
借
入
れ
が
多
い
と
述
べ
た
が
、
九
八
年
三
月
で

も
二
六
％
、
九
九
年
三
月
で
は
八
四
％
が
民
間
か
ら
調
達
さ
れ
て
い
る
。
金
融
機
関
の
資
本
増
強
の
た
め
の
資
金
の
か
な
り
の
部
分

が
実
は
民
間
か
ら
調
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
金
融
機
関
は
、
資
本
は
不
足
し
て
い
た
も
の
の
、
他
方
で
資
金
（
流
動
性
）

は
む
し
ろ
余
剰
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
資
金
が
資
本
に
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
預

金
保
険
機
構
（
の
勘
定
）
に
付
さ
れ
た
政
府
保
証
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
財
政
の
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
潤
沢
な
流
動
性
を
提
供
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
日
銀
で
あ
っ
た
。

３
　
預
金
保
険
機
構
の
資
金
調
達
と
日
本
銀
行

図
２
は
、
預
金
保
険
機
構
の
（
す
べ
て
の
勘
定
を
合
計
し
た
）
借
入
先
別
の
債
務
残
高
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は

日
銀
借
入
の
み
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
民
間
か
ら
の
借
入
れ
、
そ
し
て
債
券
（
預
金
保
険
機
構
債
）
発
行
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
変
化
が
生
じ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
預
金
保
険
機
構
が
取
り
ま
と
め
た
文
献
①
（
注
１
参
照
）
は
、
以

下
の
理
由
を
指
摘
し
て
い
る
（
二
二
六
〜
二
二
七
頁
）。

一
つ
は
、
日
銀
の
意
向
で
あ
る
。
日
銀
は
、
機
構
は
民
間
か
ら
の
調
達
に
務
め
、
日
銀
か
ら
の
借
入
れ
は
、
民
間
調
達
が
困
難
で

（19）



あ
っ
た
場
合
の
流
動
性
補
完
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
き
た
。
そ

れ
が
徐
々
に
反
映
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
当
初
叶
え
ら
れ
な
か

っ
た
日
銀
の
意
向
が
後
に
実
現
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
二
つ
目
、
三
つ

目
の
理
由
（
５
）

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
日
銀
の
金
融
緩
和
、
日
銀
の
適
格
担

保
の
拡
大
が
そ
の
答
え
で
あ
る
。
日
銀
は
九
九
年
二
月
か
ら
ゼ
ロ
金
利
政
策

（
二
〇
〇
〇
年
八
月
ま
で
）、
〇
一
年
三
月
か
ら
は
量
的
緩
和
政
策
（
〇
六
年

三
月
ま
で
）
と
、
異
例
の
緩
和
政
策
を
実
施
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
〇
二

年
三
月
に
は
預
金
保
険
機
構
の
借
入
証
書
を
オ
ペ
の
適
格
担
保
と
し
て
い
る

（
預
金
保
険
機
構
債
は
当
初
よ
り
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
金
融
機
関
、
機
関
投

資
家
の
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
出
意
欲
、
債
券
保
有
意
欲
が
一
段
と
刺
激
さ

れ
た
」
の
で
あ
る
（
文
献
①
二
二
七
頁
）。
つ
ま
り
、〈
日
銀→

預
金
保
険
機

構
〉
と
い
う
資
金
フ
ロ
ー
が
、
日
銀
の
金
融
緩
和
、
担
保
政
策
の
変
更
に
よ

っ
て
〈
日
銀→

金
融
機
関→

預
金
保
険
機
構
〉
へ
と
間
接
化
、
迂
回
化
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

日
銀
の
機
構
向
け
貸
付
は
、
日
銀
法
上
に
は
根
拠
が
な
く
（
し
た
が
っ
て

特
融
で
は
な
い
）、
預
金
保
険
機
構
の
勘
定
ご
と
に
、
一
般
勘
定
と
特
例
業
務

勘
定
は
預
金
保
険
法
、
金
融
危
機
管
理
勘
定
は
金
融
安
定
化
法
、
早
期
健
全

化
勘
定
は
早
期
健
全
化
法
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
日
銀
法
の
他
業
禁

（20）

図２　預金保険機構の資金調達残高（年度末、億円）
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（出所）『平成金融危機への対応』241頁、『平成23年度預金保険機構年報』79頁より作成。



止
規
定
を
解
除
し
て
行
わ
れ
て
い
る
異
例
の
措
置
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
日
銀
か
ら
金
融
機
関
へ
、
金
融
機
関
か
ら
預
金
保
険
機
構
へ

と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
金
融
調
節
、
金
融
取
引
に
分
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
金
融
危
機
下
の
機
構
の
資
金
不
足

そ
し
て
そ
れ
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
に
あ
た
っ
て
の
日
銀
に
よ
る
財
政
の
役
割
の
肩
代
わ
り
と
い
う
〈
異
例
の
事
態
〉
の
解
消
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
そ
の
解
消
は
、
ゼ
ロ
金
利
政
策
や
量
的
緩
和
政
策
と
い
う
〈
異
例
の
金
融
緩
和
政
策
〉
に
よ
る
過
剰
な

流
動
性
が
金
融
市
場
を
埋
め
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
預
金
保
険
機
構
向
け
と
い
う
〈
異
例
の
〉

貸
付
は
、
正
常
化
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
さ
ら
に
規
模
の
大
き
な
市
場
全
体
へ
の
〈
異
例
の
〉
資
金
供
給
に
よ
っ
て
包
み
込
ま
れ
た

の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
日
銀
・
民
間
か
ら
の
資
金
調
達
も
時
間
と
と
も
に
減
少
し
て
い
る
（
表
２
、
図
２
）。
預
金
保
険
機
構
の
債

務
残
高
（
全
勘
定
の
合
計
）
は
、
ピ
ー
ク
時
に
は
二
〇
兆
円
を
超
え
て
い
た
が
（
〇
二
年
度
末
）、
一
一
年
度
末
に
は
三
兆
円
弱
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
金
融
危
機
が
収
束
し
新
た
な
破
綻
処
理
や
資
本
注
入
が
ほ
ぼ
収
ま
っ
た
一
方
で
、
①
毎
年
の
保
険
料
収
入

が
確
実
に
入
っ
て
く
る
こ
と
、
②
資
本
注
入
し
た
資
金
が
徐
々
に
返
済
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
破
綻
金
融
機
関
か
ら
買
い
取
っ
た
不

良
債
権
の
回
収
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
等
に
よ
る
。

で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
財
政
資
金
は
い
く
ら
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
「
公
的
資
金
の
注
入
」
で
は
、
調
達
資
金
に
政
府
保
証
が
付
さ
れ
た
だ
け
で

財
政
資
金
は
直
接
に
は
投
入
さ
れ
て
い
な
い
。
二
〇
〇
三
年
の
り
そ
な
銀
行
へ
の
投
入
で
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
政
資

金
が
投
入
さ
れ
た
の
は
、
後
掲
の
注
２
で
述
べ
て
い
る
「
特
例
業
務
勘
定
」
へ
の
約
一
〇
兆
四
千
億
円
と
、
住
専
処
理
の
た
め
の
六

八
五
〇
億
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
預
金
保
険
機
構
が
（
子
会
社
の
整
理
回
収
銀
行
等
を
通
じ
て
）
買
い
取
っ
た
不
良
債
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権
か
ら
の
回
収
超
過
益
等
は
国
庫
に
納
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
金
額
は
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
一
一
年
度
ま
で
で
合
計

八
七
五
九
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

４
　
日
銀
出
資
の
役
割

特
融
と
預
金
保
険
機
構
向
け
貸
付
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
で
は
、
日
銀
の
出
資
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
銀
法
第

三
八
条
は
、
日
銀
は
「
特
別
の
条
件
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
そ
の
他

、
、
、
、
、
、

の
信
用
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
業
務
」
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
「
特
別
の
条
件
に
よ
る
貸
付
」（
通
常
、
無
担
保
・
金
額
無
制
限
で
の
貸
付
）
が
い

わ
ゆ
る
特
融
で
あ
り
、
出
資
は
「
そ
の
他
」
の
業
務
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
後
述
の
住
専
勘
定
を
通
じ
た
住
管
機
構

へ
の
出
資
は
、
日
銀
法
で
は
な
く
住
専
法
第
二
五
条
に
も
と
づ
く
。

①
東
京
共
同
銀
行
と
日
本
債
券
信
用
銀
行
へ
の
出
資

こ
の
二
件
に
共
通
す
る
の
は
、
預
金
保
険
が
機
能
し
な
い
な
か
で
、
財
政
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
奉
加
帳
方
式
で
民

間
資
金
を
集
め
る
ほ
か
な
い
状
況
下
で
の
「
呼
び
水
」
と
し
て
の
出
資
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

東
京
共
同
銀
行
は
一
九
九
四
年
一
二
月
に
破
綻
し
た
東
京
の
二
つ
の
信
用
組
合
（
東
京
協
和
信
用
組
合
と
安
全
信
用
組
合
）
の
受

皿
機
関
と
し
て
、
日
銀
二
〇
〇
億
円
、
民
間
金
融
機
関
（
一
五
一
行
と
全
信
組
連
等
の
三
団
体
）
か
ら
二
〇
〇
億
円
の
計
四
〇
〇
億

円
の
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
後
掲
注
２
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
預
金
が
全
額
保
護
さ
れ
る
の
は
九
六
年
六
月
の
預
金
保
険

法
改
正
以
降
で
、
当
時
、
法
律
上
保
護
さ
れ
る
預
金
は
元
本
一
千
万
円
ま
で
で
あ
っ
た
。
不
足
す
る
資
金
は
、
財
政
資
金
が
投
入
で

き
な
い
と
す
れ
ば
、
民
間
金
融
機
関
、
日
銀
、
地
方
公
共
団
体
等
が
負
担
す
る
ほ
か
な
い
。
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か
つ
て
な
ら
、
大
蔵
省
が
救
済
合
併
を
斡
旋
し
、
日
銀
や
地
公
体
が
低
利
融
資
で
支
援
す
る
と
い
う
方
式
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
店
舗
規
制
の
自
由
化
等
で
救
済
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
救
済
に
乗
り
出
す
金
融
機
関
は
現
れ
な
く
な
っ
て

い
た
。
し
か
も
、
九
三
年
の
商
法
改
正
に
よ
っ
て
株
主
代
表
訴
訟
の
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
銀
行
は
、
訴
訟
リ
ス
ク
も
意
識
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
金
融
機
関
は
、
出
資
に
応
じ
る
た
め
に
は
「
当
局
主
導
」
の
明
確
化
が
必
要
と
主
張
し
、
当
時

の
（
旧
）
日
銀
法
第
二
八
条
（
大
蔵
大
臣
か
ら
民
間
金
融
機
関
に
対
す
る
日
銀
へ
の
協
力
の
要
請
）
の
発
動
を
求
め
た
と
も
伝
え
ら

れ
る
が
、
そ
れ
は
か
な
わ
ず
、
結
局
、
当
局
側
の
ギ
リ
ギ
リ
の
妥
協
点
と
し
て
、
日
銀
に
よ
る
出
資
（
普
通
株
式
）
と
い
う
形
が
と

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
日
銀
出
資
は
、
民
間
出
資
が
当
局
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
を
株
主
に
「
証
明
す
る
」
役
割
を
果
た
し

た
の
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
八
月
に
破
綻
し
た
兵
庫
銀
行
の
場
合
も
同
様
で
、
日
銀
に
よ
る
資
金
提
供
を
テ
コ
に
し
た
奉
加
帳
方
式
に
よ
っ
て
新

銀
行
（
み
ど
り
銀
行
）
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
は
、
日
銀
側
の
意
向
を
反
映
し
て
、
劣
後
条
件
が
付
い
て
い
る
と

は
い
え
貸
付
の
形
を
と
っ
て
い
る
（
そ
の
後
、
〇
四
年
一
二
月
ま
で
に
全
額
回
収
）。

一
九
九
七
年
四
月
の
日
債
銀
へ
の
出
資
の
場
合
、
預
金
に
つ
い
て
は
す
で
に
全
額
保
護
が
法
制
化
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
金
融
債

は
保
護
の
対
象
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
前
に
、
日
債
銀
の
よ
う
な
大
銀
行
に
預
金
保
険
制
度
を
適
用
す
る
、

つ
ま
り
破
綻
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
、
可
能
な
の
か
、
政
府
は
方
針
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
予
防
的

な
資
本
注
入
が
法
制
化
さ
れ
る
の
は
、
山
一
証
券
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
等
が
破
綻
し
た
九
七
年
一
一
月
の
金
融
危
機
を
経
た
、
九
八

年
二
月
の
金
融
安
定
化
法
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
大
手
金
融
機
関
の
資
本
増
強
を
図
る
と
な
る
と
、
や
は
り
民

間
資
金
に
よ
る
ほ
か
な
く
、
と
は
い
え
、
先
の
東
京
共
同
銀
行
の
場
合
と
同
じ
論
理
で
当
局
主
導
の
「
証
明
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
総
額
約
三
千
億
円
の
増
資
の
う
ち
、
八
〇
〇
億
円
の
日
銀
出
資
（
優
先
株
式
）
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
出
資
の
う
ち
、
東
京
共
同
銀
行
（
九
六
年
九
月
に
整
理
回
収
銀
行
に
改
組
）
の
普
通
株
式
は
、
九
九
年
二
月
に
預
金
保
険

機
構
に
売
却
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
日
銀
は
、
預
金
者
保
護
の
た
め
の
出
資
で
あ
り
損
失
は
機
構
側
が
負
担
す
べ
き
と
し
て
額
面
（
五

万
円
）
で
の
買
取
り
を
主
張
す
る
が
、
機
構
側
は
、
東
京
共
同
銀
行
へ
の
出
資
は
預
金
保
険
制
度
の
対
象
外
で
そ
の
株
式
売
買
は
一

般
の
株
式
取
引
と
異
な
ら
な
い
と
し
て
、
時
価
（
八
八
七
二
円
と
算
定
）
で
の
取
引
を
要
求
、
譲
渡
は
後
者
の
価
格
で
行
わ
れ
、
日

銀
の
損
失
が
確
定
し
て
い
る
。

日
債
銀
の
株
式
は
、
九
八
年
一
二
月
の
国
有
化
（
金
融
再
生
法
に
も
と
づ
く
特
別
公
的
管
理
）、
翌
年
六
月
の
対
価
ゼ
ロ
円
の
決

定
に
よ
り
、
価
値
を
失
い
、
八
〇
〇
億
円
は
全
額
が
日
銀
の
損
失
と
な
っ
た
。

②
紀
伊
預
金
管
理
銀
行
（
阪
和
銀
行
の
受
皿
金
融
機
関
）
へ
の
出
資

一
九
九
六
年
一
一
月
に
阪
和
銀
行
が
破
綻
し
た
時
、
す
で
に
預
金
の
全
額
保
護
の
た
め
の
法
制
度
は
整
っ
て
い
た
が
、
民
間
か
ら

は
受
皿
と
な
る
金
融
機
関
が
現
れ
な
か
っ
た
。
東
京
共
同
銀
行
を
改
組
し
た
整
理
回
収
銀
行
が
公
的
な
受
皿
機
関
と
し
て
存
在
し
た

が
、
当
時
は
、
同
行
が
営
業
譲
受
で
き
る
の
は
信
用
組
合
に
限
定
さ
れ
て
い
た
（
九
八
年
二
月
の
預
金
保
険
法
改
正
で
（
銀
行
法
上

の
）
銀
行
の
営
業
譲
受
も
可
能
と
な
る
）。
金
融
危
機
が
（
銀
行
法
上
の
）
銀
行
に
も
広
が
る
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
日
銀
の
一
〇
〇
億
円
の
出
資
金
に
よ
っ
て
阪
和
銀
行
の
預
金
の
払
戻
し
だ
け
を
行
う
銀
行
と
し
て
紀
伊
預
金
管
理

銀
行
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
債
権
に
つ
い
て
は
預
金
保
険
機
構
が
買
い
取
り
。
出
資
金
の
一
〇
〇
億
円
は
全
額
回
収
さ
れ
て
い

る
）。
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③
住
専
勘
定
へ
の
拠
出

住
専
処
理
（
一
次
損
失
処
理
）
で
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
次
損
失
を
六
兆
四
千
億
円
と
し
、
そ
れ
を
埋
め
る
た
め

に
、
母
体
行
三
兆
五
千
億
円
、
一
般
行
一
兆
七
千
億
円
、
農
林
系
五
三
〇
〇
億
円
の
負
担
に
加
え
て
、
六
八
〇
〇
億
円
の
財
政
資
金

が
支
出
さ
れ
た
（
財
政
か
ら
は
他
に
、
預
金
保
険
機
構
に
設
け
ら
れ
た
住
専
関
係
の
特
別
勘
定
（
住
専
勘
定
）
の
資
本
金
と
し
て
五

〇
億
円
が
出
資
さ
れ
て
い
る
）。

同
時
に
、
住
専
の
債
権
は
預
金
保
険
機
構
の
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
住
宅
金
融
債
権
管
理
機
構
（
住
管
機
構
）
に
よ
っ
て
買

取
り
・
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
住
管
機
構
の
運
営
に
あ
て
る
た
め
民
間
金
融
機
関
か
ら
一
兆
円
が
集
め
ら
れ
た
。
住
管
機
構
の

資
本
金
は
、
そ
の
民
間
基
金
か
ら
の
一
千
億
円
と
日
銀
か
ら
の
一
千
億
円
で
賄
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
日
銀
の
拠
出
は
、

民
間
資
金
の
呼
び
水
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
銀
の
拠
出
は
「
返
還
条
件
付
き
拠
出
」
と
い
う
変
則
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
住
専
法
は
住
専
関
係
債
権
の
回
収
期
間
を
一
五
年
と
し
て
お
り
、
期
限
の
到
来
し
た
二
〇
一
二
年
度
に
、
住
専
処
理
の
二
次

損
失
（
住
管
機
構
に
よ
る
住
専
か
ら
の
債
権
買
取
価
格
と
実
際
の
回
収
額
の
差
。
約
一
兆
四
千
億
円
）
の
処
理
が
な
さ
れ
、
住
専
勘

定
は
廃
止
、
日
銀
か
ら
の
拠
出
金
は
全
額
が
返
還
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
金
融
危
機
に
対
応
し
た
日
銀
の
資
金
供
給
は
、
破
綻
金
融
機
関
へ
の
特
融
、
預
金
保

険
機
構
向
け
貸
付
、
出
資
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

特
融
は
預
金
保
険
機
構
か
ら
の
資
金
援
助
に
よ
っ
て
返
済
さ
れ
、
出
資
の
役
割
は
機
構
（
や
そ
の
子
会
社
で
あ
る
整
理
回
収
銀
行
）

か
ら
の
公
的
資
金
注
入
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
銀
は
今
度
は
そ
の
た
め
の
資
金
を
機
構
向
け
に
貸
し
付
け
る
よ
う
に
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な
り
、
そ
れ
も
間
も
な
く
民
間
金
融
機
関
と
交
替
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
空
前
の
金
融
緩
和
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）

以
下
、
本
稿
は
、
①
を
中
心
に
以
下
の
文
献
に
負
っ
て
い
る
。
①
預
金
保
険
機
構
編
『
平
成
金
融
危
機
へ
の
対
応
―
預
金
保
険
は
い
か
に

機
能
し
た
か
』
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
。
②
佐
藤
隆
文
『
信
用
秩
序
政
策
の
再
編
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年

（
第
三
章
金
融
破
綻
処
理
の
枠
組
み
と
そ
の
変
遷
）。
③
鎌
倉
治
子
「
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
の
た
め
の
公
的
資
金
注
入
の
経
緯
と
現
状
」

『
調
査
と
情
報
』（
国
立
国
会
図
書
館
）
第
四
七
七
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。
④
飯
野
裕
二
「
金
融
シ
ス
テ
ム
不
安
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
―

日
本
に
お
け
る
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
―
」
日
本
銀
行
銀
行
論
研
究
会
『
金
融
シ
ス
テ
ム
の
再
生
に
む
け
て
―
中
央
銀
行
員
に
よ

る
レ
ク
チ
ャ
ー
銀
行
論
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
。
⑤
西
村
吉
正
『
金
融
行
政
の
敗
因
』
文
芸
春
秋
社
、
一
九
九
九
年
。
⑥
『
預
金
保
険

機
構
年
報
』（
各
年
度
版
）。
⑦
『
日
本
銀
行
政
策
委
員
会
年
次
報
告
書
』（
〜
一
九
九
七
年
）。
⑧
『
日
本
銀
行
政
策
委
員
会
業
務
概
況
書
』

（
一
九
九
八
年
度
〜
）。

（
２
）

「
特
例
業
務
勘
定
」
分
を
含
む
。
預
金
保
険
機
構
か
ら
破
綻
金
融
機
関
（
を
救
済
し
た
金
融
機
関
）
へ
の
資
金
援
助
は
、
ペ
イ
オ
フ
・
コ

ス
ト
（
ペ
イ
オ
フ
を
実
施
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
支
払
額
。
お
お
む
ね
一
千
万
円
×
預
金
者
数
に
等
し
い
）
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
そ
れ
で
は
、
預
金
の
全
額
を
保
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
全
額
保
護
は
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な

い
。
結
局
、
一
九
九
六
年
の
預
金
保
険
法
改
正
に
よ
っ
て
、
機
構
の
勘
定
が
、
ペ
イ
オ
フ
・
コ
ス
ト
ま
で
を
扱
う
「
一
般
勘
定
」
と
、
ペ

イ
オ
フ
・
コ
ス
ト
超
過
分
を
扱
う
「
特
例
業
務
勘
定
」
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
全
額
保
護
の
法
制
化
）。
同
時
に
、
保
険
料
も

「
一
般
勘
定
」
分
が
、
〇
・
〇
一
二
％
か
ら
〇
・
〇
四
八
％
に
四
倍
に
引
上
げ
ら
れ
、
新
設
の
「
特
例
業
務
勘
定
」
分
が
〇
・
〇
三
六
％
の

合
計
〇
・
〇
八
四
％
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
特
例
業
務
勘
定
」
は
、
ペ
イ
オ
フ
・
コ
ス
ト
超
過
分
の
資
金
援
助
の
終
了
（
い
わ
ゆ
る
ペ
イ
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オ
フ
解
禁
）
に
と
も
な
い
、
さ
ら
に
そ
の
一
年
後
の
二
〇
〇
二
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
「
一
般
勘
定
」
に
統
合
さ
れ
た
（
表
２
も
参

照
）。な

お
、「
特
例
業
務
勘
定
」
に
は
、
九
八
年
二
月
に
上
限
七
兆
円
、
〇
〇
年
六
月
に
は
上
限
一
三
兆
円
の
財
政
資
金
が
（
交
付
国
債
の
形

で
）
投
入
さ
れ
て
い
る
。
〇
二
年
度
末
の
「
特
例
業
務
勘
定
」
廃
止
の
際
、
残
額
二
兆
六
千
億
円
分
の
国
債
が
返
納
さ
れ
、
実
際
の
投
入

額
は
約
一
〇
兆
四
千
億
円
と
な
っ
た
（
表
１
の
「
特
例
業
務
基
金
受
入
れ
」
の
項
目
が
そ
れ
を
指
す
。
な
お
、
表
１
の
「
受
入
れ
」
の
合

計
は
約
一
〇
兆
七
千
億
円
と
な
る
が
、
約
三
千
億
円
は
機
構
か
ら
基
金
に
返
済
さ
れ
て
い
る
）。

（
３
）

こ
の
点
、
今
年
四
月
に
国
会
に
提
出
さ
れ
た
預
金
保
険
法
改
正
案
（
金
商
法
等
改
正
案
の
一
部
）
に
よ
り
大
幅
な
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
同
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
証
券
会
社
、
保
険
会
社
等
の
非
預
金
金
融
機
関
も
預
金
保
険
制
度
の
対
象
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
シ
ス
テ
ミ

ッ
ク
リ
ス
ク
顕
在
化
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
資
本
注
入
や
資
金
援
助
が
可
能
と
な
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
Ｇ
二
〇
等
で
の

議
論
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）

山
一
特
融
の
処
理
に
は
、
日
銀
と
政
府
の
関
係
を
考
え
る
上
で
の
興
味
深
い
論
点
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
日
銀
資
金
が

〈
国
会
の
議
決
を
経
な
い
、
も
う
一
つ
の
財
政
資
金
〉
と
し
て
使
わ
れ
た
も
う
一
つ
の
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
の

損
失
処
理
が
、
日
銀
の
法
定
準
備
金
の
積
上
げ
と
い
う
形
で
決
着
し
た
こ
と
で
あ
る
。
貸
倒
れ
に
よ
る
損
失
は
日
銀
の
損
失
で
あ
る
。
し

か
し
、
日
銀
は
利
益
の
う
ち
一
〇
％
（
二
〇
〇
四
年
度
）
の
法
定
準
備
金
（
と
配
当
金
五
〇
〇
万
円
）
を
除
い
た
全
額
を
国
庫
に
納
付
す

る
義
務
を
負
う
。
す
な
わ
ち
、
多
少
の
貸
倒
れ
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
最
終
損
失
に
陥
ら
な
い
限
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
国
庫
に
納
付

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
日
銀
の
自
己
資
本
へ
の
影
響
は
、
準
備
金
の
積
立
額
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
山
一
特
融
の
損
失
処
理
に

あ
た
っ
て
政
府
と
日
銀
は
、
①
日
銀
の
貸
倒
れ
を
政
府
が
補
填
す
る
こ
と
は
し
な
い
も
の
の
、
②
貸
倒
れ
が
な
か
っ
た
場
合
と
同
様
の
法

定
準
備
金
の
積
立
（
回
収
で
き
な
か
っ
た
一
一
一
一
億
円
に
法
律
が
定
め
る
準
備
金
へ
の
繰
入
率
で
あ
る
五
％
を
掛
け
た
五
五
億
円
の
積
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立
）
を
認
め
る
、
こ
と
で
合
意
し
た
。
つ
ま
り
、
日
銀
は
、
形
式
上
は
貸
倒
れ
に
よ
る
利
益
の
減
少
を
受
け
入
れ
た
も
の
の
自
己
資
本
へ

の
影
響
は
回
避
さ
れ
て
お
り
、
政
府
の
側
は
、
形
式
上
は
財
政
に
よ
る
補
填
を
行
わ
な
か
っ
た
も
の
の
実
質
的
に
は
国
庫
納
付
金
の
減
少

と
い
う
形
で
損
失
を
負
担
し
た
の
で
あ
る
。

（
５
）

民
間
調
達
が
増
え
た
理
由
と
し
て
、
他
に
、
入
札
手
法
の
改
善
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
い
ず
　
ひ
さ
し
・
客
員
研
究
員
）
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